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CPSを活用した現場情報共有技術

― データ利活用型技術開発 ―
・顧客課題・働き方改革
・パートナー支援など

技術センター 生産技術開発部 スマート技術開発室
室長 名合 牧人

令和2年度
中国地方建設技術開発交流会
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１．背景（政府動向等）

◆ CPS（Cyber-Physical Systems）

• 現実空間における様々なデータをセンサとネットワークを通じてサイ
バー空間上に収集し、データの分析・解析を行い、その結果を現実空
間にフィードバックすることで、産業システムの全過程に対して効率化
することを目的とする.

• 2006年NSF（National Science Foundation）が提唱
• ドイツのIndustry4.0、アメリカのIndustrial Internetなど、各国でこの

概念を取り入れた施策が進められている
• 日本においてもSociety5.0の中で進められている
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◆国交省様動向

• 2018年、i-Constructionの拡大で施工のICT化、ロボット
化などにより、生産性を20%向上する

• 2019年、国土交通データプラットフォームにより、デジタル
データを蓄積

• AI開発支援プラットフォーム

• 映像を活用した、遠隔臨場、
遠隔での立会を推進

 2019年度、試験的に導入し80%
が有効と回答

 2020年度、ガイドラインも整備、
発注者指定型、受注者希望型

2020.3.3 建設通信新聞
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２．CPS の概念を導入した土木技術開発手法のイメージ

自動化

・モニタリング，IoT
（ICTセンサ，画像，GNSS ，5G）
※ICTセンサ：センシング,生体,
制御ﾃﾞｰﾀなど

データクレンジング
データマイニング・表示

・デジタル化
・ビックデータ

・分析
・多変量解析
・AI解析(関連付け)

・最適施工法
・作業強度分析

・設計，開発
・アルゴリズム作成

アジャイル型開発
シミュレータ
による実証

・ 設備化
・ パワードスーツなど
・ 遠隔操作型ロボット

(テレイグジスタンス)

・作業方法の改善
・ロス,ムダの削除
・予防メンテナンス

・AI搭載自律型ロボット

ロボット化

・テレワーク

・センシング
・制御
・AI
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３．工事マネジメントプラットフォームのアーキテクチャイメージ
• 施工に関する情報を収集する基盤を整備し，現場に合わせたアプリケーションを展開・拡張
することによる生産性向上と，今後の工事に対する参考データに活用

安全管理基本アプリ

アプリ

基盤
クラウド

データ

デジタルフィールドプラットフォーム

作業員データ施工データ公開データ

映像クラウド 機械・人データクラウド

画像 位置

機械制御外界

作業 生体

コミュニケーション

気象

環境

カメラビュー
現場状況を確認

クレーン衝突防止
運転手への警告

重機位置管理
重機の位置管理

作業員見守り
生体情報の見守り

BIM/CIMモデル

地形 工程

材料 施工

コミュニケーション
映像共有と指示

工程管理品質管理

進捗管理
進捗の可視化

T-iBlast DAM
材料管理の効率化

T-iCompaction
締固め管理自動化

打設支援システム
打設注文・閲覧

スランプ測定
スランプの自動測定
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遠景カメラ

重機カメラ映像

遠景カメラ映像

バッチャープラント

下流

上流

重機カメラ

職員カメラ映像
職員カメラ

◆椛川ダムネットワークカメラ配置図
４．構築・開発アプリケーション例

近景カメラ映像
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◆遠隔臨場（遠隔立会）実施状況

立会状況（監査廊内）

発注者遠隔立会状況
（現場事務所側）

★発注者コメント
• 検尺立会はカメラで代用可能

（発注者職員の移動時間を削減可能（約60分））
• 打設前検査では岩盤等を叩いて確認することができない

• ダム周辺岩盤の透水性を低減するため、ダムの中にある監査廊からグラウトを行っている
• そのボーリング孔の深度を確認する、検尺立会について遠隔で実施

（車で片道30分）
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◆打設支援システム ～デジタルツインを活用した遠隔打設管理～
フィジカル空間 サイバー空間

↓Con注文データ

↑進捗状況

施工データ データ分析

デジタル化・可視化 有用情報化

↓Con運搬データ ↓重機稼働データ

• 椛川ダム作業所原山課長開発
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◆クレーン衝突防止システム

• クレーン本体とブームにGNSSを取付、位置を確認、警告
• クレーン周辺、吊荷下（10m～20m）範囲に人が入ると赤く表示、作業員に警告

（通常時） （警告時）

ｽﾏｰﾄｳｫｯﾁ

クレーンオペ 作業員
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• 泉パークタウン作業所 土木本部機械部メカ・ロボティクス推進室佐野次長

• 「重機・車両近接検知」
• 「エリア進入検知」
• 「速度超過検知」

• 不安全行動者の特定・指導
• 不安全行動の可視化・排除
• 属性による行動解析
（年齢・職種・入場経過日数等）

速度超過

重機近接

エリア進入

◆作業員と重機の行動監視・行動解析システム
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◆作業員見守りシステム
• エンジニアリング本部で開発
• 作業員に、i-Phone、アップルウォッチを携帯させ、心拍数を測定・警告
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◆国交省様PRISM2019年度

スランプ等の全数調査による品質管理手法の確立とその技術基準の提案

目 的

生コン品質（スランプ・単位水量）の全数管理とCIM連携

実証試験（関西支店 天ヶ瀬ダム再開発トンネル放流設備流入部建設工事）

・画像解析によるスランプの自動連続監視

・RFIDタグによる打込み位置の自動判定

パトランプカメラ

PC

（異常時警報）

（リアルタイム解析）

↑ 測定値

RFIDタグ

タグリーダー

マップ
登録

RFIDタグ 検知タグ
送信

↑ 解析エリア
手入力（従来） 自動入力（今回）

検知履歴をT-CIMサーバ
にアップロード
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• 映像やデータを活用することによって遠隔立会や遠隔打設当番が可能である

• 現場への移動時間を削減することが可能 （目標、生産性20％向上）

• データを安全管理、品質管理、進捗・工程管理にも適用可能

• 発注者様、職員のご要望を、データ利活用型アプリケーション開発に生かし、
業務改善可能なアプリケーション、システム開発に取り組む

５．まとめ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

